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「
卒
業
」
と
い
う
こ
と
ば
の
「
卒
」
と
い
う
字
、
こ
れ
は
終
わ

る
と
言
う
こ
と
で
す
。
「
業
」
は
学
業
だ
か
ら
、
勉
強
が
終
わ

る
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
確
か
に
本
日
を
以
て
中
学
校
で

の
勉
強
は
修
了
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
本
来
は
学
校
を
出

て
か
ら
が
本
当
の
勉
強
な
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
あ
た
り

で
は
卒
業
の
こ
と
を
「C

o
m

m
en

ce(

コ
メ
ン
ス)

」
と
い
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
始
め
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
意
義
深
い
で
す

ね
。
人
は
学
校
を
出
て
し
ば
ら
く
す
る
と
勉
強
を
し
な
く
な

り
。
そ
う
な
る
と
途
端
に
仕
事
も
お
ろ
そ
か
に
な
り
本
来
の
力

が
十
分
に
出
せ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
も
の
が
一
瞬
の
う
ち
に
崩
れ
去
っ
た
り
し
て
か
え

っ
て
無
力
に
な
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
学
校
を
出
た
時
が

始
め
で
あ
る
と
い
う
心
構
え
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
学
ん
で
い

っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
願
わ
く
ば
無
名
に
し

て
有
力
な
る
人
に
な
っ
て
貰
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

無
名
に
し
て
有
力
な
る
人
物
と
は
、
誰
が
見
て
い
な
く
と
も

駆
け
引
き
の
な
い
花
の
よ
う
に
精
一
杯
命
を
燃
焼
さ
せ
常
に
最

善
を
尽
く
す
人
の
こ
と
を
言
い
、
常
に
人
を
思
い
、
郷
土
を
思

い
、
そ
し
て
我
が
国
を
思
い
そ
れ
を
必
死
に
支
え
て
い
こ
う
と

す
る
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

 

一
月
に
発
災
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
懸
命
の
復
旧
が
現
在

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
の
方
々
が
い
ま
だ

に
苦
難
の
道
を
歩
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
能
登
の
地
で
震
災

当
初
よ
り
無
名
有
力
な
人
た
ち
が
活
躍
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
や
西
日
本
豪
雨
災
害
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
人
達

の
姿
が
各
所
で
見
ら
れ
、
そ
の
様
子
は
国
内
外
に
発
信
さ
れ
畏

敬
の
念
を
持
っ
て
賞
賛
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。 目

標
を
持
ち
、
夢
や
希
望
、
楽
し
み
を
忘
れ
ず
に
進
ん
で
い

け
ば
必
ず
自
分
の
花
を
咲
か
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
学
び
、
多
く
の
経
験
を
積
み
、
日
本
や

世
界
を
見
る
眼
を
養
い
、
判
断
力
を
磨
き
、
勇
気
を
出
し
て
行

動
す
れ
ば
、
逆
風
は
必
ず
や
追
い
風
に
変
わ
り
ま
す
。
何
事
に

も
負
け
な
い
強
さ
を
身
に
つ
け
て
「
我
が
郷
土
や
日
本
を
支
え

る
人
」
「
無
名
に
し
て
有
力
な
人
」
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
君

達
一
人
一
人
の
行
為
が
少
し
で
も
多
く
の
人
た
ち
を
笑
顔
に
か

え
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

後
略 
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 第７５回卒業証書授与式 令和６年３月７日（木） 
４年ぶりに多くのご来賓、保護者のご臨席の下、第７５回卒業証書授与式を挙行しました。今年は歌(4曲)が復活し、教育委員会

告辞、市長・PTA会長祝辞も全て入ったフルバージョンでの式となりました。歌はいずれも会場内に響き渡る歌声で式を盛り上げて
くれました。在校生送辞では生徒会長の谷田まどかさんが「先輩方の努力を惜しまず真剣に目標に向かって突き進む姿をみて、その
伝統を受け継いでいき、より一層和庄中を素晴らしい学校していこうと決意を新たにがんばっていきます。」と感謝と決意を述べまし
た。最後に前生徒会長の黒田絢真君が「コロナによる制限があったものの多くの事を学ぶことができたこと、進路選択で悩んだとき
先生や友人がいつもそばに寄り添い支えてくれたこと、決して一人では生きていくことなんてできないことを三年間でまなぶことがで
きた。そしてこれからは自分の足で自分の道を探しながら歩んでいきます。」と涙を堪えながら答辞を述べました。  
約 50名のご来賓のご参列をいただきお見送りいただきましたことに心から感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

いじめ・体罰・セクシュアル・ハラスメント等相談窓口 
いじめ、体罰やセクハラ等に関して､悩んだり困ったりしたことがあったら､遠慮なく気軽に相談してください。（プライバシ

ー及び秘密は守ります。） 
○和庄中学校          ☎（０８２３）２１－６６３１ 
窓口担当…教頭 新谷企予子  教務主任 楠 雄作  養護教諭 木村麻貴子  生徒指導主事 上村和徳  

○呉市教育委員会       ☎（０８２３）２５－３４５６ 
学校相談ダイヤル(性暴力・体罰・セクハラ) 

○広島県教育委員会事務局 ☎(082)513-4917・4985 女性担当者 ☎(082)513-4918・4919 
○広島県立教育センター   女性担当者 ☎(082)427-3076 
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令和 6年２月８日(木) 

 学校医（内科、耳鼻科）、学校

薬剤師、ＰＴＡ会長を招いての

学校保健委員会を開催しまし

た。健康診断、体力テスト等の

結果をもとに各先生方から助言･

指導をいただきました。 

                 
 

令和 6年２月 13日(火) 
6 年生、その保護者対象の学校

説明会を開催しました。中学校の
学習や生活についての概略説明
を行い、呉警察署からはスマホ･
携帯の扱いについてのお話があ
り、みな真剣に聞いていました。 

  

 

 

 

 

 

令和 6年２月 13日(火) 

6 年生は学校説明会終了後、中
３の授業参観、校内見学と部活動
の見学を行いました。６年生は部
活動の体験ができなかったのは
残念でしたが、４月からのことを
想像しながら、中学生の活動の様
子をじっくり見ていました。 

 

  

 
令和 6年２月 16日(金) 

第 2回和庄中学校区小中一貫教育
全体会を本校において開催しまし
た。１年総合的な学習の時間、２年
国語の授業を各校の教員が分散して
参観し、1年生は「命を大切にする
教育」の一貫として「ストレスと上手
に向き合おう」と題してグループ協議 

  をしました。2 年生は修学旅行を終え
ての振り返りをしつつ情報誌作成につ
いての話し合いをしていました。 

その後体育館で授業についての協
議を行い、最後に広島文教大学教授
の今崎浩先生から授業の講評とこれ
から進めていくべき研究について指
導･助言をいただきました。 

令和６年２月 20日(火) 
 

学校薬剤師の大塚幸三先生をお
迎えし、２年生対象の薬物乱用防
止教室を開催しました。 

薬物に加えて、飲酒や喫煙の危
険性についても画像を提示され、
詳しく説明して頂きました。生徒
達も食い入るように画像に注目し
ていました。 
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安
岡
正
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金
鶏
學
院
卒
業
式
告
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よ
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令和６年３月の主な行事予定 
  ７(木) 第 75 回卒業証書授与式    
  ８(金) 公立高校一次選抜発表   
18(月) 公立高校二次選抜  
19(火) 公立高校二次選抜発表 
21(祝) 春分の日 地域清掃ボランティア    
25(月) 修了式・離任式           


